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論文内容の要旨




磁気抵抗の結果から、 CeRu 2 は正孔と電子が同数の金属であることが結論された。初めて dHvA 振動を観測する
のに成功した。得られた dHvA 振動数からその角度変化は4f電子を遍歴電子としたバンドモデルでよく説明でき、
4f電子がフェルミ面を形成していることが分かった。さらにdHvA 振動は超伝導混合状態においても確認された。
その混合状態での dHvA 効果の測定から、以下の 3 つのことが分かった。 (1) dHvA 振動数は常伝導状態と混合状態
で変化しない、一方(2)デインクボル温度は混合状態で、増加し、 (3)サイクロトロン有効質量は混合状態で磁場減少ととも
に減少する振る舞いが確認された。これはクーパ一対が磁場によって破れ、その結果生成された準粒子の現象であり、
Maki の理論によってデインクール温度の磁場依存性が説明できた。しかしながら有効質量の変化は理解できず、 f 電
子がからんだ効果によって生じると考えられる。
さらに低温の磁場中比熱、完全反磁性領域近傍の磁化測定を通して、多くの超伝導状態での物性、パラメータを明















Superconducting Property and de Haas-van Alphen Oscillation in CeRu 2 
は博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める o
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